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２００６－ Ｂ ５ －４
疲れ牟すくなった北山さん
シー ト１
北 山さ ん は ４０ 歳の主 婦 で す。 五 か月 前か ら 体調が す ぐ れず、 何 を して も す ぐ疲 れて し
ま う のに 気付 いてい ま した。 最近で ば、 布 団を片 づ ける際 に祷 ち上 げら れなく な りま し
走。 単なる疲 れであろ うと思い、 薬局で勧 められ 危サ プリメ ントを 服用 して いま したカミ、
改 善 しな いの でか かり つけの 医 院を受診 しま した。
北 山 さん １ 「こん 荏に 疲れ やすい のは肝 臓でも 悪い んで しょうカ・Ｊ ）
Ａ 医 師 ： 「触 診で 肝臓 は腫 れ て いませんカＳ、 い ろい ろな病 気 が考えら れる ので、 い ち ど









２ 臼後、 北 山さ ん は検 査の緒 果を聞 き に医院を 再診 し、 検査 の緒果 を 見た 医師は、 安 静
拶 必要で ある と 診断 しま じた。 【資料１】
北山さ んは１ 週 闘麦、 もういち ど医院を 受診して 採 血を受 けましたカ
ｓ、 改善を 認めな かっ
た た め、 そ の医 師は北 山さ んを地 区の 中核 病 院に紹 介する べく、 診療情報 提供書 を作 成
し ま し だ。
紹介 先 の 病院 で 改 めて 検 査が 行 われ 危結 累、 診 断 の犬 きな 手 掛か り が得 られま した。
【資料２】
【抽出を期待する事項】
・ 肝障 害の 可能牲
・ 病診 連携 ・か かりつ け医 と病 院の遵絡 体制
・ ＣＫ 上 昇
・ ＡＳＴ ＞ ＡＬＴ
・筋 原性 酵素 の上昇 に気付 く
・ 白血 球減 少
２００６ －Ｂ ５ －４
疲れやすくなっ危北山さん
シー ト３
身 体所 見で は、 両手 指の腫 脹 が認め られ、 聴診 上、 心第 巫 音 の克進カ
ｓあり ま した。
ＣＫ ア イ ソ ザ イ ム ＭＭ９８％， Ｍ 醐 ％，ＢＢ 脇、 ア ル ド ラ ー ぞ 王０８㎜Ｕ 棚、 免 疫 学 的 検 査
【資 料３】 カＳ実 施 さ れま した。 徒 手 筋カ テス トで左 右の 三角筋、 上腕 二 頭筋、 腸腰 餓、




・筋 原 牲酵 素 圭昇を 確認する
・筋 炎 の存 在 に気付 く
・自 己免 疫性 疾 患
・抗 核抗 体 陽性で 高値
・ 混 合 牲 結 合 組 織 病 （ＭｘｅｄＣｂ㎜ｃｃｔｉｖｅＴ１ｓｓｕｅＤｉｓ㈱ｅ） の 可 能’性
・心 音 の異 常
２００６－ Ｂ ５ －４
疲れやすくなった北山さん
シー ト４
犬腿 四頭 筋 の ＭＲＩで 翼常 所 見カｓ認 め られ、 その部 位 か ら筋 生 検カｓ行 われ た結 果、 組 織
学 的に診 断カｓ確 定しま した。
全 身 的な精 査も 続け られ、 胸部 Ｘ線 単純写 真、 心 電図、 食 遣造影 Ｘ線写真 に異常 を指 摘
さ れま した。
）
主 治医 は、 北山さ んと施 山さ んの 夫にこの 疾 患の予後 と治療法 につ
き説明 した上で、 特
定疾 患医療 助 成制度 の利用を勧めまし危。 さっ そく夫カｓ区役 所へ 串請用紙 を取りに行 き、





・多 彩な膠 標病 の症 状
・悪 性腫 瘍の 除外診 断
・ イ ン フ ォ ー ム ドコ ン セ ン ト
・医療 費の 公費 助成制 度
